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３月１日(木)、厳粛な雰囲気の中、第１０回卒業式が行われました。今年度は皆勤賞が２８名、

資格取得等で優秀な成績を収めた「立志賞」に１８名、部活動等で優秀な成績を収めた「錬磨賞」

に１０名がそれぞれ表彰されました。また、卒業式前日には商業系外郭団体と日本ボート協会か

ら３名に表彰状が贈られました。 

卒業生は、校長先生から式辞の中で、「ローカルな視点からグローバルに物事を考えられる『グ

ローカル』な立場で情報発信し、『ハチドリの一滴』のように、自分のすべきことを自分の立ち

位置を自覚しつつ行動する人になってほしい。『152 粒の種』がそれぞれに成長して、個性的な

花と実をつけることに期待する。」と餞（はなむけ）の言葉を贈られました。全校生徒で式歌「旅

立ちの日に」を高らかに歌い、在校生・保護者・来賓・教職員に見送られ、15２名が桂陽高校

を旅立ちました。退場の際、卒業生が各ＨＲ毎に、保護者や先生方へ感謝の気持ちを言葉にし、

全員でお辞儀をして去ってゆく姿がとても感動的でした。 

☆グランド除雪ありがとうございました☆ 

今年度も(株)そうけんの皆さんが、2 月２８日(水)に ﾎﾞﾗﾝﾃ

ｨｱで本校グランドを除雪してくださいました。一面真っ白

だったグランドもこれで一気に雪 

解けが早まります。 外での練習が 

早くできるようになると、運動部 

の選手たちは感謝しきりです。 

☆除雪ボランティア☆ 
生徒会が呼びかけ、部活動や有志の生徒たちが向陽ヶ丘の

高齢者の家の周りや住民センターなどの除雪活動を行いま

した。今年度は１月 25 日、 

２月８日・27 日の３回実施。 

「ありがとう」の言葉が一番 

のごほうびですが、終了後、 

ボランティア部が用意してく 

れたココアの甘さと温かさで 

「ホッと」一息でした。 

http://www.abashirikeiyo.hokkaido-c.ed.jp/


４月の行事予定 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

職名 氏名 教科 転出先 

教 頭 後藤 禎和 数学 旭川西高等学校 

教 諭 前田 謙一 国語 北見商業高等学校 

教 諭 吉尾  洋 理科 釧路工業高等学校（全） 

教 諭 横岡 和法 理科 北見北斗高等学校（全） 

教 諭 瀧澤  亮 英語 帯広緑陽高等学校 

教 諭 泉 祐太朗 英語 札幌清田高等学校 

教 諭 鎌田  豪 数学 檜山北高等学校 

 

4 月８日(日)まで春休み 

９日(月) 着任式、始業式、入学式 

１０日(火) 対面式､ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ､1年個人写真 

身だしなみ指導 

１１日(水) 2･３年個人写真 

１２日(木) 身体測定(1･2 校時) 

１４日(土) 高３公務員模試① 

１５日(日) 数学検定① 

１６日(月) X 線･心電図検査(1 年生) 

１７日(火) 尿検査①、７時間授業 

１８日(水) 歯科検診① 

２０日(金) 歯科検診② 

２１日(土) 道看模試①、全統マーク模試① 

２２日(日) 宿泊研修①、全統マーク模試① 

２３日(月) 宿泊研修② 

２４日(火) 宿泊研修③、７時間授業 

２５日(水) １年振替休業 

２７日(木) 尿検査② 

２８日(土) PTA 総会・授業参観 

３０日(月) 振替休業日 

♪卒業生講話♪ 

２月 27 日(金)5・6 時間目、「１・２年生が自己の進路実現への一助とする」ため、８名の先輩から実際

の進路活動の体験を聞く「卒業生講話」が行われました。体育館の四隅にプロジェクターを設置し、それ

ぞれに２名ずつ「大学」「看護学校」「公務員」「民間就職」に進んだ卒業生が映像を使いつつプレゼンテー

ションを行いました。質問タイムを含めて 20 分ごとに在校生たちは各コーナーを移動し、先輩の経験談

に耳を傾けていました。「自分を信じること」「同じ目標を持つ仲間と励まし合って」「時間の使い方を有効

に」「たくさんの先生に感謝しつつお世話になって」「繰り返しの努力が必ず力になる」との言葉に、たく

さんの刺激と頑張る意欲をバトンタッチされた時間となりました。 

☆ゴルゴ松本氏による講演☆ 

～「命」の授業～ 

３月１６日（金）午後、株式会社キッズ・コーポレーション様が高校生の成長の機会を促す企画として、ビッ

グネーム講演会を提供してくださいました。当日はオホーツク・文化交流センターにゴルゴ松本さんが来

てくださり、本校生徒に「命」の授業を１時間にわたって実施してくださいました。日常で使う「言葉」

を次々に掘り下げてゆき、その意味と使い方（あり方・生き方）を、熱く饒舌に語りかけ、客席にまで飛

び込んで行って生徒たちから大声を上げさせ、さまざまな生きる指標を示してくださいました。生徒会長

井上さんの感謝の言葉を受け、二人揃って「命！」のポーズで締めくくられました。 

その後、生徒たちは進路希望先に分かれて、学校別相談

会へ参加したり、就職にあたっての心がけを聞いたりし

て、将来に向けての有意義な時間を過ごしました。 

 


